
12 月 21 日 （ 水 ）

【　戦　　評　】 記載者氏名 井上　裕太

一回戦を順当に勝ち上がり、社会人チーム同士の対戦となったこ
の１戦、氷見クラブからのスローオフでスタート。立ち上がり氷
見クラブは海道、HC和歌山は古家と元実業団選手を中心に、両
チーム点を取り合い開始５分で３対３の同点とする。流れがどち
らにも傾かない中、前田の好セーブから本田、宮元、水井の
シュートが決まり前半１８分で３点差とHC和歌山が徐々にリー
ドを広げる。残り５分氷見クラブは退場者を出し、HC和歌山に
流れが行くかと思われたが、杉林の好セーブなどで２分間守り
きった。その後、宮元、松井などの連続速攻が決まり、前半終
わってみれば７点差で前半を折り返す。後半開始早々氷見クラブ
はペナルティーを取るがこれをHC和歌山、前田が好セーブし
た。前田は前半から続き３連続ペナルティーセーブを見せる。そ
の後はHC和歌山はエース宮元のロングシュート、氷見クラブは
海道からポスト山崎へのホットラインパスで得点を重ねていく。
後半に入り前半の７点差が縮まらなかったが１９分過ぎ氷見クラ
ブが４点差まで追い上げを見せる。終盤、HC和歌山は保坂の連
続得点で点差を広げ試合終了のブザーが鳴った。この結果により
HC和歌山は明日、琉球コラソンと試合を行う権利を得る事と
なった。
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